
第12巻　第2号

（5）　ラジオアイソトー一プの分離精製

　RIの相互分離の手段としてイオン交換クロマトグラ

フは研究用には最も普通に用いられ，かつ極めて有力な

手段となっている．しかしRIはまだ量的にみてまとま

って使われているものはCo，　P，1，　Csなどまだごく

限られたもので，とくにFPからのRIの分離について

はまだ研究規模の域を出ない．しかし現在までにイオン

交換が分離精製の手段として研究された核種としては第

4表に示すようなものがあり，かなりの数に上ってい

る．

核種

第　4　表

半減期 製法または原料
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　　Li6－Li7については同氏等によればナトリウム・ゼオラ

　イトを用いた分離係数α＝1・023と得られているが，

　M6nさs氏7）のDowex　50×12およびIRC　50による研究

　では1．001～1．002とかなり小さい．

　　N14－N・5についてはSpedding－Powell両氏9）は

．　　　　1sNH4＋R十i4NH40HsS14NH4＋R十isNH40Hs

　反応でのα・＝1・0257を与えている．（Rは交換剤基質）

　このほかForberg氏らの重硫黄の分離の研究もある．

　　イオン交換によるウラン濃縮についてはTaylor氏が

　その可能性を示唆し11），研究もしているが，αとして得

　ている1・002もしくは1・0006は信頼注が低く，目下

　のところでは物理的分離法に対抗できる方法を開発する

　ことは極めてむずかしいと考えられる．　（1959．12．21）
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FP溶液から工業的規模でのRIの分離の研究の1例と

してはCsがある4）．イオン交換にかける前処理として

まず溶液中に鉄が存在しないときには，これを添加して

から苛性ソーダで中和するとFe（OH）3と共に稀土類の

99．9％，Srの99％，　Zr　NbおよびRuの75～90％が

沈殿する．Csは液中に残るから上澄液を連続陽イオン

交換にかけてCsを捕集し，塩酸で溶離蒸発濃縮する．
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正誤表（1月号）
頁

　イオン交換による同位体分離は質量数の小さい元素に

ついては有効であるとされ，古くはUreyおよびTaylor

氏10）のゼオライトによるLi，　K・Nについての研究が

ある．
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